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東日本大震災の被災地域では、仮設住
宅生活が長期化している事や復興に時間
がかかっていることなどにより，被災者
の生活には様々な面で長期的な負担がか
かっている． この中で被災者のレジリエ
ンス(回復力)を生かした心身の健康増進
のためのサポートモデルの構築について
の検討をおこなった．

▼研究の成果（結果・考察）▼研究の成果（結果・考察）▼研究の成果（結果・考察）▼研究の成果（結果・考察）

1.山田町の住民は総的に地域における繋がりが深く，
強固なソーシャルネットワークを持つ傾向があった．

カッキー’sのサロン活動に参加する被災者は，他者サ
ポートを活用する能力が高く，心身の健康を維持・増
進するレジリエンスを発揮するする傾向が認められた．

2.サロン活動に参加しない被災者は集合的サポートに
馴染めない，心身の健康問題を抱えていて，他者サ
ポートを受け入れる能力が低い者も認められた．

3.後者は，一人暮らし等の男性に多い傾向が認められ，
男性に特化したサポートの必要性が示唆された．

4. 運動を中心とした介入研究の対象となった者に対し
ては，対象者のニーズに合わせて集合的運動と個別面
談等による個人的運動指導を行うことが必要であった．

5.スクエアステップなどの集合的運動については活動
参加の意欲を高め，生き甲斐創出の可能性も示唆され
た．

6. 身体活動レベルの低下した男性で，集合的運動に参
加する事が困難な者も，地道な働きかけによりはっき
りした目的を持つ事が出来れば，運動への意欲を持続
することが出来る事も示された．

▼研究の内容（方法・経過）▼研究の内容（方法・経過）▼研究の内容（方法・経過）▼研究の内容（方法・経過）

1. 研究1：被災者支援学生団体カッ
キー’sの被災者支援活動への参加
観察 (平成26年10月〜平成27年9月)

2. 対象者：山田地区の仮設住宅団地5
箇所のサロン活動参加者

3. 研究2：山田町の被災住民(男性)に
対する面接調査の実施 (平成27年4
月〜平成27年9月)

4. 対象者：山田町の仮設住宅8ヶ所に
暮らす男性被災者（戸別訪問で確認
できたのが67名）

5. 研究3：男性の健康心理支援のため
の運動を中心としたアクションリ
サーチの実施 (平成27年8月〜継続
中)

6. 対象者：研究2の対象者の中で運動
を中心とした介入に参加する事に同
意した男性5名

スクエアステップ教室

▼おわりに（まとめ）▼おわりに（まとめ）▼おわりに（まとめ）▼おわりに（まとめ）

1.本研究では東日本大震災で被災を受けた
山田町の住民におけるレジリエンスの特徴
の一部が示された．また，その中で，他者
サポートを受け入れる点で弱みを持つ男性
中心のサポートについて試行的に実施評価
を試み，一定の成果を得た．

2.本研究で行った介入については，継続実
施中である．
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